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セミナー内容 

歴史を学んでいく上で、政治や経済の動きは教科書にも詳しく
記されるものの、例えば日常の飲食の様子など、普通の人々の
暮らしがどうだったのかは、あまりわかりません。ましてや地域ごとの
特色となると、一層むずかしくなります。 

本セミナーでは、江戸時代後期に書かれた『尾張名所図会』と
いう本をもとに、江戸時代の尾張地域における食文化、とりわけお
酒がどのように飲まれていたのかを取り上げます。『尾張名所図
会』は江戸時代に流行した「名所図会もの」と呼ばれる本の一つ
で、地域の名所や旧跡を絵入りで紹介した、いわば観光ガイドの
ような本です。名所図会の挿絵に描かれた、何気ない日常の風
景を抽出し、身近な暮らしの歴史について考えます。                 


